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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

機
械
式
立
体
駐
車
場
で
の

　
　
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
機
械
式
立
体
駐
車
場
で
、
利
用
者

が
機
械
に
挟
ま
れ
る
重
大
な
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
機
械
式
立
体
駐

車
場
で
の
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
製
造

者
、
設
置
者
お
よ
び
管
理
者
に
よ
る

駐
車
装
置
の
安
全
性
の
確
保
の
ほ
か
、

利
用
者
が
駐
車
装
置
を
操
作
す
る
際

に
ま
ず
装
置
の
中
に
人
が
い
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
な
ど
、
十
分
に
注
意

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

■問 
【
消
費
者
庁
消
費
者
安
全
課
】（
緯

0
3
―
3
5
0
7
―
9
2
0
1
）、

【
国
土
交
通
省
都
市
局
街
路
交
通
施

設
課
】（
緯
0
3
―
5
2
5
3
―
8

4
1
6
）、　
立
体
駐
車
場
工
業
会

（公社）

（
緯
0
3
―
5
5
4
2
―
0
7
3

3
）。

　
印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業

（公財）の
助
成
金
交
付
団
体
募
集

　
印
旛
沼
環
境
基
金
で
は
、
平
成
　26

年
度
中
に
、
印
旛
沼
の
環
境
保
全
の

た
め
の
活
動
を
す
る
団
体
な
ど
に
対

し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
次
の
と
お

り
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

胸
助
成
金
額
…
1
団
体
上
限
　
万
円

20

（
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
高
等
学

校
に
つ
い
て
は
上
限
　
万
円
）。

10

※
小
・
中
・
高
校
以
外
の
団
体
は
、
助

成
対
象
事
業
費
の
3
分
の
2
以
内
を

助
成
。

■申 
6
月
6
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
申
請
書
類
（
当
基
金
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
左
記
窓
口
に
て

配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
左
記

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
詳
し
く
左
記
へ
。

■問 
　
印
旛
沼
環
境
基
金
（
〒
2
8
5

（公財）
―
8
5
3
3
佐
倉
市
宮
小
路
町
1
2

番
地
・
緯
0
4
3
―
4
8
5
―
0
3

9
7
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.i-k
o
u

ik
i.co
m
/im
b
an
u
m
a/

）。

■問 
議
会
事
務
局
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.city

.in
zai.lg

.jp
/

）。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

26

に
か
け
る
請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

は
、
5
月
　
日
我
の
正
午
で
す
。　

28

　
な
お
、
提
出
す
る
場
合
は
事
前
に

左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

「
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
」
の

1
面
に
掲
載
す
る
写
真
を
募
集

胸
題
材
…
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
。

■対 
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

人
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

は
、
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
5
）。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

（
食
料
品
の
寄
付
）
へ
の
ご
協
力

　「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
と
は
、
家
庭

や
企
業
で
余
っ
て
い
る
食
品
な
ど
を

寄
付
し
て
も
ら
い
、
福
祉
施
設
や
団

体
、
生
活
困
窮
者
へ
無
償
で
提
供
す

る
活
動
で
す
。

　
な
お
、
前
回
の
募
集
期
間
で
の
市

の
寄
贈
量
は
約
1
2
4
茜
で
し
た
。

【
期
間
】
6
月
　
日
俄
ま
で
（
日
曜

30

日
、
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
9
時
～

午
後
5
時
。

■場 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
竹

袋
）。

胸
寄
付
し
て
も
ら
い
た
い
食
品
…
米
、

パ
ス
タ
、
乾
物
、
保
存
食
品
、
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
飲
料
な

ど
常
温
保
存
可
能
で
賞
味
期
限
が
一

カ
月
以
上
あ
る
も
の
。

■問 
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば
（
緯
0
4
3

―
3
7
5
―
6
8
0
4
）、
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 
0
2
9
4
）。

ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
前
期
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
」、「
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー

る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
と
て
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
5
月
　
日
画
、　
日
画
、
6
月
6

23

30

日
画
、　
日
画
、　
日
画
・
い
ず
れ

13

20

も
午
後
7
時
～
9
時
。

■場 
い
に
は
野
小
体
育
館
（
5
月
　
日
、

23

　
日
）、
原
小
体
育
館
（
6
月
6
日
、

30　
日
、　
日
）。

13

20

■対 
小
学
1
年
生
以
上
（
保
護
者
同

伴
）。

■費 
無
料
。

■他 
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、
着
替
え
、
飲
み
物
な
ど

を
持
参
。

■申 
当
日
会
場
で
。

※
参
加
人
数
に
よ
り
開
催
で
き
な
い

種
目
も
あ
り
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

26

の
会
期
は
6
月
5
日
牙
～
　
日
画
の

27

予
定
で
す
。
な
お
、
会
期
中
に
休
会

日
が
あ
る
の
で
、
開
催
日
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

26

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
個

人
）
の
内
容
が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

左
記
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

胸
閲
覧
開
始
日
…
6
月
4
日
我
を
予

定
（
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。

胸
閲
覧
場
所
…
▼
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
1
階
）
▼
印
旛
支
所
・

本
埜
支
所
▼
各
図
書
館
。

む
）
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
6
月
　
日
峨
、
7
月
　
日
峨
、
8

17

15

月
　
日
峨
・
い
ず
れ
も
午
前
9
時
　

19

30

分
～
　
時
　
分
（
全
3
回
）。

11

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

噛
講
師
…
土
屋
徹
氏
（
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
ナ
ー
ス
＆
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
 O
f
f
i
c
e
 夢
風
舎
）。

オ

フ

ィ

ス

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会

で
は
、
昨
年
に
続
き
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

 集合住宅で生ごみの共同処理　
　　　　　　　　　　大型生ごみ処理機実証実験

（３）平成２６年（２０１４）５月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

■場 
千
葉
北
総
教
会
（
草
深
1
1
3
9

―
7
）。

■内 
米
国
人
講
師
率
い
る
ク
ワ
イ
ヤ
ー

が
メ
ン
バ
ー
募
集
の
た
め
に
開
催
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
 土
生
 （
■携 
0
9
0
―
7
9
8
9
―

ハ

ブ

4
4
7
9
・
■メール k

e
ik
o
.h
ab
u
.lu

ck
y
7
7
7
@
d
o
co
m
o
.n
e
.jp

）。

怯
印
旛
沼
公
園
・
師
戸
城
歴
史

セ
ミ
ナ
ー

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

25

10

■場 
千
葉
県
立
印
旛
沼
公
園
駐
車
場

（
師
戸
）
集
合
。

■内 
集
合
講
義
、
園
内
案
内
。

■対 
　
歳
以
上
。

18
■費 
5
0
0
円
。

■問 
珂
塚
原
緑
地
研
究
所
・
木
村
（
緯

0
4
3
―
2
7
9
―
8
0
0
5
）。

怯
健
康
体
操
無
料
体
験
会

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
動
き
ま
し
ょ
う
。

■時 
5
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

28

15

2
時
　
分
。

45

■場 
松
山
下
運
動
公
園
体
育
館
多
目
的

室
（
浦
部
）。

■対 
成
人
。

■問 
櫻
井
（
■携 
0
9
0
―
2
5
2
7
―

3
9
4
5
）。

怯
亀
成
川
流
域
の
里
山
散
策
シ

リ
ー
ズ
「
第
9
回
初
夏
の
里
山

を
楽
し
も
う
」

■時 
6
月
7
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

30

正
午
（
雨
天
中
止
）。

■場 
牧
の
原
公
園
多
目
的
広
場
北
側
駐

車
場
集
合
。

■定 
　
人
。

30
■費 
2
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）。

※
中
学
生
以
下
無
料
。

■他 
飲
み
物
、
虫
取
り
網
、
虫
眼
鏡
、

双
眼
鏡
を
持
参
。

■申 
6
月
6
日
画
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
事
務
局
（
■携 

0
8
0
―
3
5
9
4
―
6
2
6
7
・

■メール k
am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.

co
.jp

）。

怯
水
墨
画
・
は
ぎ
の
会
会
員
募
集

　
親
切
な
指
導
の
下
、
墨
一
色
で
水

墨
画
を
書
き
ま
せ
ん
か
。

■時 
第
一
、
三
木
曜
日
・
午
後
1
時
　30

分
～
3
時
　
分
。

30

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
花
）。

■問 
石
部
（
緯
碓42 
8
2
5
7
）。

※
電
話
は
午
後
6
時
以
降
。

怯
公
開
講
座
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

さ
ん
こ
ん
に
ち
は

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

31

30

3
時
。

■場 
東
京
基
督
教
大
学
チ
ャ
ペ
ル
（
内

野
）。

■内 
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
と
歌
。

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ほ
か
。

■費 
無
料
。

■申 
直
接
会
場
へ
。

■問 
東
京
基
督
教
大
学
教
会
音
楽
ア
カ

デ
ミ
ー
（
緯
碓46 
1
1
3
1
）。

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
混
声
合

唱
団
第
　
回
定
期
講
演
会

12

■時 
6
月
1
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

30

（
開
場
1
時
～
）。

■場 
白
井
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
。

■費 
1
街
5
0
0
円
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
西
脇
（
緯
0
7
0
―
5
5
6
8
―

2
1
9
6
）。

怯
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校

見
学
会

■時 
6
月
2
日
俄
、
3
日
峨
・
い
ず
れ

も
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分
。

15

11

50

■場 
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
。

■内 
学
校
概
要
説
明
、
授
業
参
観
、
施

設
見
学
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■問 
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
・
飯

國
（
緯
0
4
―
7
1
8
7
―
0
8
3

1
）。

怯
ゴ
ス
ペ
ル
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

24

10

医
師
に
よ
る

　
　
　「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

■時 
6
月
5
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
（
大
森
）。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
（
緯
内
線
2
6
8
）。

心
の
整
理
術

　
市
で
は
、
発
達
障
が
い
や
精
神
障

が
い
を
持
つ
人
の
家
族
を
対
象
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
含

福
祉

ス
ポ
ー
ツ

議
会

そ
の
ほ
か

　
　市では、集合住宅に業務用の大型生ごみ処理機を設置して、
居住者の人に共同で利用していただく「大型生ごみ処理機実
証実験」を4月1日から開始しました。
　実証実験は、小倉台の「千葉ニュータウントリアス管理組
合」の協力の下、敷地内のごみ集積所に生ごみ処理機を設置
して、家庭から排出される生ごみの減量・資源化を図りなが
ら、その減量効果などを検証し、今後の事業展開を検討して
いくものです。
　利用が開始され1週間目の4月8日、利用者からは「魚などの生ごみは、臭いが気になること
があったが、これなら毎日いつでも出せるので助かる。」、「『燃やすごみ』も今まで週2回出してい
たのが1回で済んだ」との声も聞かれ、利便性を実感されていました。
処理残差物の引き取り先を探しています
　投入された生ごみは、一次発酵し、処理残差物（一次生成物）として機器から排出されます。こ
の処理残差物は、土と混ぜるなどして二次発酵させることで、堆肥と同様の効果のあるものができ
ます。処理残差物は、毎週1回15kg程度が排出されるため、市ではこのすべてを引き取っていた
だける農家の人などを探しています。ご希望の人は下記まで。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線３８２）。

葛設置された生ゴミ処理機


